
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ● 対象 ○ 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ● その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 16,985 15,600 14,221 17,000

事業費

の内訳

令和3年度決算

決算１０，７６９千円
＜内訳＞
歩くスキー普及振興事業　中島公園、白旗山コースの維持管理費用　９，０７０千円
市民スポーツ賞　４５９千円、スノーホッケー会場整備費　０千円、その他　１，２４０千円

令和4年度予算

予算１３，４００千円
＜内訳＞
歩くスキー普及振興事業　中島公園、白旗山コースの維持管理費用　１０，３２５千円
市民スポーツ賞　７５５千円、スノーホッケー会場整備費　６５０千円、その他　１，６７０千円

人工 1.0 0.5 0.5 0.5

人件費 7,200 3,600 3,600 3,600

事業費 9,785 12,000 10,621 13,400

うち特定財源 0 150 148 150

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

スポーツ基本法

他都市の状況

実施結果

・中島公園内市内歩くスキー貸出人数　４，１３４人
・市民スポーツ賞　１個人３団体に授与
・市長特別表彰　５個人に授与

事業実施における
工夫点

札幌市スポーツ協会や競技団体と連携し、広く事業の活用を促し、広報を実施するとともに、限られた予算のなか
で効果的なスポーツの普及・振興事業を展開していくよう工夫を行っている。

対象者 市民全般 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

既存施設の活用によるスポーツの場の確保や、次世代を担う子どもたちにスポーツの魅力を発信し裾野拡大を図
る。

長期

スポーツ普及・振興を行うことで、スポーツ実施率、ウインタースポーツ実施率の向上を図る。

取組内容

スポーツ推進計画に基づき、年齢や性別、障がいの有無を問わず、一年を通じスポーツに参画できる環境整備や
スポーツ実施意欲の向上を図る。また、永年にわたり、スポーツ振興に貢献してきた個人・団体を表彰する。
【概要】
歩くスキー普及振興事業、市民スポーツ賞、スノーホッケー会場整備　等
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

● 改善 ○ 現状維持 ○ 休止・廃止

● 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
コロナ禍において屋内での運動が難しくなるなか、従前と変わらず外で運動する機会を一定数の市民に提供
できたことは評価できる。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

利用者のニーズを汲み取り、貸し出し時間の延長等を検討する。

予算
利用者ニーズを反映した事業内容を検討する。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

なし

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

〇歩くスキー普及振興事業
・スキーコースの発着場に隣接する中島体育センター、白旗山競技場を指定管理している札幌市
スポーツ協会に業務委託することで、随時コースの安全管理や巡回を行うことができることから、
実施方法や実施主体は適切であると言える。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

〇歩くスキー普及振興事業
・街中で手軽に楽しみたい方は中島公園へ、雪質や起伏を感じ体力や競技力の向上に努めたい
方は白旗山へと棲み分けができており、それぞれのニーズに応えていると考える。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

〇歩くスキー普及振興事業
・Ｒ３年度は４，１３４人の利用があり、市民が気軽にウインタースポーツを楽しむ機会となってお
り、ウインタースポーツ実施率の向上に寄与している。
※その他の事業については経常的経費であるため省略。以下同じ。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

〇歩くスキー普及振興事業
・冬期間、市内２ヶ所で市民が手軽にウインタースポーツを楽しめる環境づくりを行っており、事業
規模は適切であると考える。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

19.50% 25.00%

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

65.00%

活動指標２

指標名 ウインタースポーツ実施率（18歳～49歳・年1回以上）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

20.50% 25.00%

活動指標１

指標名 スポーツ実施率（20歳以上・週1回以上）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

54.90% 65.00% 57.70%


